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まる。実際、野党連合を主導してきたアブリザル・バクリ党首を 2015 年 1 月の党大会で追い落
とし、党の方針を与党入りに転換させようとするグループが党内にいたため、同党の動向が注目
されていた。ところが、バクリ党首は、地方支部の支持を固めたうえで、党首選を行う党大会を
急遽 11 月末に繰り上げて開催し、反バクリ派を党から追放して再選を勝ち取ることに成功した。
バクリが 2019 年までゴルカル党党首にとどまることがほぼ確実になったことで、同党が与党入
りする可能性はほとんどなくなった。 
 ただし、野党連合も一枚岩というわけではない。スシロ・バンバン・ユドヨノ前大統領が率い
る民主主義者党は、野党の結束を最優先には考えていない。しかし、いずれにせよ、ジョコウィ
政権は議会で法律を通すために野党各党と取引をしなければならない。さらに、インドネシアの
議会では「多数決による採決」よりも「全会一致」（ムシャワラ・ムファカット）を優先する制度
が採用されているため、法案審議では野党との調整が必須である。しかも、政党政治家としての
経験を持たないジョコウィは、出身政党の党首であるメガワティ・スカルノプトゥリ元大統領（ス
カルノ初代大統領の長女）の意向もうかがわなければならない。 
 つまり、分割政府、弱い大統領、全会一致を原則とする議会審議、大統領と与党党首の不一致、
といったインドネシアの制度的特徴を前提とすると、ジョコウィが実行力をもって政策を遂行で
きるかどうかは、議会との良好な関係を構築できるかどうかにかかっている。 
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